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ゴルフ場施設を利用した地域活性化に向けたニュースポーツの提案

企画・活動概要

我が国におけるゴルフ人口は減少の傾向にある。この影響を受ける形で、全国のゴルフ場の数や

ゴルフ場の延利用者数はゆるやかな減少傾向にある（図1）。兵庫県下のゴルフ場においてもその影

響を例外なく受けており、近年いくつかのゴルフ場が閉鎖に追い込まれている。

本企画では、このようなゴルフ業界の現状を踏ま

え、まずは地域住民がゴルフ場に関心を向けるき

っかけとなるような、ゴルフ場施設を活用したユニ

ークなスポーツの提案を目標に活動した。

本企画を進めるにあたって、兵庫県三田市に位

置する有馬カンツリー倶楽部にご協力いただいた。

具体的には、ゴルフ場運営の現状と喫緊の課題

についての講義をしていただくとともに、実際にゴ

ルフ場を訪問し、ゴルフ場内の施設見学、ならび

にインストラクター指導のもとゴルフコースでのラ

ウンド体験を実施した。

経緯・背景・目的

ゴルフは老若男女を問わずプレーできる点で、サッカーや野球といった他の球技系スポーツとは異

なった特徴を持つ。例えば、体力という点で圧倒的に優位に立つ20代の男性が、還暦を迎えた男性

に負けることが実際に起こり得る。その他、ハンディキャップ制度や、同じコースであってもティーイン

グエリアの位置を調整することで、子供から大人まで同じルールのもと競い合うことができる点で生

涯スポーツにふさわしい競技といえる。

しかしながら、多様な年代が一緒にプレーできるという特徴を備えているにもかかわらず、実際ゴル

フに親しんでいる年齢層は50代・60代以上の男性が中心で、10代・20代の消費喚起が喫緊の課題と

なっている。

こういった現状を打破するべく、様々な取り組みをなされているのが有馬カンツリー倶楽部である。

子供たちへのゴルフ教室（ザ・ファースト・ティー）や、大学ゴルフ授業の受講者を対象にコースデ

ビューの機会を提供（Gちゃれ）するなど、ゴルフ業界の活性化に資する様々な取り組みを積極的に

展開されている。今回は、ゴルフ場施設を活用したユニークなスポーツを考える際のアイデア収集の

場として、ゴルフ場運営の現状と課題に関する講義とゴルフ体験の機会を設けていただくこととなっ

た。

取り組む課題

若年層がゴルフ場に足を運ばない理由に、しばしばゴルフを始めるにあたっての金銭的コストが指

摘される。一般的に、ゴルフ場でのプレーフィーは休日ともなると1万円以上と高額である。そのため、

熱心な愛好家を除けばゴルフ場に足を運ぶ回数は年に数回と限られる。その他にも、時間的コスト

の問題がある。そもそもゴルフ場でプレーするには、一定水準以上の技術を身につけていなければ

難しい。しかし、一定水準以上の技術に到達するには相当の時間を練習に費やす必要がある。今回

はこういったコストを踏まえ、まずはゴルフ場に足を運ぶきっかけとなるような、ゴルフというスポーツ

にとらわれないユニークなスポーツの提案を目標とした。

本学（学生）の役割

学生には、ゴルフ場運営の現状と課題について理解を深

めることを求めた。また、実際にゴルフ場に足を運び、ゴル

フの難しさを体験してもらった。そして、体験を通じて得ら

れた学生一人ひとりの素朴な感覚から、ゴルフ場施設を利

用したユニークなスポーツについて考えてもらった。

参加した学生14名（右写真）が考えたユニークなスポー

ツのアイデアについては、それぞれ共通の観点から集約

するように求め、最終的に今回ご協力いただいた有馬カン

ツリー倶楽部に提案した。

活動結果・成果・学生が成長した点・学生が身につけた能力

今回の企画では、最初にゴルフ場運営の現状や喫緊の

課題について講義をしていただいた。人間健康学科の学生

の中には、将来スポーツ関連企業への就職を希望する学

生も多いことから、ゴルフ業界の現状を知る良い機会に

なったのではないかと思う。

また、お話を伺うだけでなく、実際に有馬カンツリー倶楽

部へ訪問し、ゴルフ体験の機会を設けていただいた。ゴル

フ場が保有する施設を見学させていただいたり、ゴルフ

コースでのラウンド体験をさせていただくなど、体験を通じ

てこれまでに抱いていたゴルフに対する認識が変化したの

ではないかと思う。

最後に、新しいスポーツを考えるということで学生一人ひ

とりに成果物の提出を求めた（図2）。成果物の出来栄えに

ついては学生間でばらつきがあったものの、それぞれ普段

考えたことのない視点からスポーツを考えるきっかけになっ

た点で良かったのではないかと考えている。
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神戸大阪の中心部から約40分、神戸三田IC

から5分という好立地にあり、オープン以来
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A.谷光高様(有馬カンツ

リー倶楽部)による講演

B.学内でのスナッグゴル

フ体験①

C.学内でのスナッグゴル

フ体験②

D.ゴルフ場で説明を受け

る学生の様子

E.ゴルフ場が保有する施

設の見学

F.コースでのラウンド体

験に向けた練習の様子

図2 学生が考えたニュースポーツの一例

当日参加した学生。ゴルフ体験に際して、日本ゴルフ

用品協会よりゴルフクラブの無償提供を受けた。

流通科学大学社会共創プログラム

ゴルフ場施設を利用した地域活性化に向けたニュースポーツの提案

①スポーツの名称
 パターリ レー

②コンセプト
 リ レーと パターゴルフの融合。
 体力と パター技術が必要。

③ターゲッ ト
 体を動かすこ と が好きな人。
 男女不問、 1 5歳以上。

ターゲッ ト と して選んだ理由
 ある程度の体力があり 競う こ と がで
きるため。

④簡単なルール説明
＜基本的なルール＞
 1チーム９ 人、 ２ チーム同時に行う 。
 カート 道を走ってグリ ーンまで行く 。
 グリ ーンに到着したらパターをして
はいったらバト ンタッ チして次の人
が次のホールを走り パターを行う 。

 先に９ ホール終了したタイムを競う 。

＜参加人数＞
 １ チーム９ 人。
＜競技終了までの時間＞
 １ 3時開始１ 5時終了予定。
＜その他: 順位の決め方など＞
 タイム制で最大１ ０ チーム。
 ２ コース使う 。
 コース決めはく じ引き。

⑤実施するにあたっての障壁
 グリ ーンにいく までの上り 坂や下り
坂。

 パターゴルフを行う 、 適当ではなく
ゴルフのルールに従って。

 息が上がっている中でのパター。

⑥障壁を乗り 越える方法
 走る。
 パターを集中して行う 。

⑦実施するメ リ ッ ト
＜参加者＞
 きれいなゴルフ場を走れてパターし
か使用しないし １ チーム９ 人のため
一人当たり の値段が安価で参加でき
る。

 優勝した景品、 賞金、 特典が大きい。

＜ゴルフ場＞
 ゴルフに興味のない人がゴルフに興味
を持つ。

 コースを使用したこ と でまた来てく れ
るかも しれない。

 利益が大きい。

提案者: 人間社会学部4年 永井俊稀
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図1 ゴルフ場数，延利用者数の年次推移
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一般社団法人 日本ゴルフ場経営者協会 調べ


